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研究概要 

核融合炉内のDT核融合反応により生成され

た高エネルギーヘリウム（He）原子核はプラズ

マ放電中に壁内に侵入し、He集合体やHeバブル

を形成する[1]。壁内Heはプラズマとの相互作用

によりプラズマ内にリサイクルして、燃料希釈

を引き起こす可能性がある。また、固体表面改

変効果により、壁内の燃料粒子の挙動を変化さ

せ、燃料粒子のリサイクリングに影響を与える

可能性も指摘されている。耐高温、耐侵食性、

低放射化などの性質を持つタングステンは将

来の核融合炉のプラズマ対向壁・ダイバータの

有望な材料候補されているため、タングステン

内のHe挙動の研究は重要である。 

本研究では、開発した高速試料搬送装置

（FESTA）[2]を用い、入射エネルギー3 keV、

フルエンス1×1021 m-2のHeを照射したタングス

テン試料をプラズマ実験装置QUESTの長時間

水素プラズマに曝露した。試料からの水素・He

リサイクリングを計測し、その結果について報

告する。 

 

試料準備＆実験概要 

室温でピュアなタングステン試料（ニラコ製、

16 mm×28 mm×0.1mm）表面にHeビーム照射

を行った。TRIMコード[3]の計算結果から後方

散乱率は39 %となるため、約6×1020 m-2のHe原

子が吸蔵されたと考えられる。 

タングステン試料をFESTAを用いてプラズ

マ実験装置QUESTの長時間水素プラズマに910 

s曝露することを3回繰り返し、放電ごとに水素

とHeの放出束を計測した。プラズマ曝露中、タ

ングステン試料表面の温度は~370 Kと計測さ

れ、各放電の間隔は計測と粒子放出に十分な70

分としている。 

 

実験結果 

下図に示すように、タングステン試料からの

水素リサイクリングは大きく変化していなか

った。また、放電ごとの放出束もほぼ同じであ

った。一方、He放出束は曝露を重ねることに減

少することが確認された。発表では、実験結果

の解析結果について議論する。 

 
図 タングステン試料からの水素放出束の時間

発展（上：He吸蔵させたタングステン試料；下：

He吸蔵させていないタングステン試料） 
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